

















































の作と見られなくもない。そして歌群 左注は漢文で記述されたものだから中国文学との関わりが問われること固より る。従って問題は、 「実際 贈答歌に、中国文学に る脚色が加えられたものか、それ も、全体が中国文学の影響による作り話か」
*3と
言い換えられてもよい。そして「これが万葉びとのあいだで、奇抜秀逸な歌語りとして愛好されたことはまち いなかろう」と指摘されたのは 群が注目される最大の理由であった いえ 。　
現在、諸注釈書および諸論考では歌「三首同一人の作となれば、
























































































の処世態度であり、その背景に老荘思想への傾斜があったことは周知 とおりである。漢の初め治世思想が儒家よりも道家に拠るところの大であったことは、例えば司馬遷「太史公自序」を見ても知られる。つまり相如の拠って立つ処世の思想は儒家もさることながら主として道家にあり、そこに竹林七賢と同じ思想根拠があったといって差 支えない。そして武帝が仙道を好むため、相如は「大人の賦」を著して奉った の賦が『楚辞・遠遊』に同じ文体をもつこと夙に張華によって指摘されている
*12。ここに留意


















わりが強いことはいうまでもない。その語句出典を中心に既に多くの先行研究があったことは先述した 一方、左注のもつ物語性に注目し、その拠立する典拠に焦点を絞れば目標が浮かび上がってくる。結論を先に言えば、左注 記された物語は史記・漢書の司馬相如伝をはじめ主 相如 文君の結婚譚に絡む逸話を踏まえたことが知られる である。　
梁の孝王が卒したあと、司馬相如は成都に帰ったが、家が貧し
く生業とするものがない窮状である。そこで親友・臨卭令の王吉に招かれて臨卭に行った。王 この宮仕えした旧友を態と恭しく接してみせたのである。















當」は顔師古注によれば「当は対偶を謂ふなり」という。文君が後家になったばかりで宮仕えをした風流 高雅 文士には釣り合わないと思われ のも世間の常識であろうが、そうした世俗の常軌をまったく無視し、むしろ自ら親友と図り合って文君に誘いを掛けたのが相如の「礼を越て自ら放にす」ることであり、 その「世を慢る」風流だった である。　
振り返って、大伴田主の「容姿佳艶にして風流秀絶」なること、
「見る人聞く者歎息せざることなし」とある点、 「雍容閒雅」で「一座悉く傾」 かせた司馬相如に等しいと えよう。また石川女郎 「自ら雙栖の感を成して、恒に獨守の難きを悲しぶ」思いも文君のそれに等しいが、それについては後にま 触れる。彼女が田主 心中を伝えようと思うものの使 の者がいないため、自ら工夫して身分の賎しい老女に扮装した。そして鍋を提げ、忍び足作 声で田主の寝室に近づき、戸を叩いて東隣の貧女 火を取りたくて来ましたという演出をするしかなかった。ところ 田主は暗闇のうち扮装 郎女を識らず、男女の交わり 手段も分から かそのまま火を取らせ帰らせてしまった。よって夜が明けて後、女郎は自分から進んで交際を持ち掛けたこと 恥ずかしく思い、ま













と変わらないが、注目すべきはそこに引かれた俗説にこの「爐」を「酒を温むる火爐」とする解釈が一般にあったことである。それなら 鍋」と「火」が当然のことな ら必須となってくる。つまりいうならば、石川女郎 賤嫗に扮して「堝子を提げ」 「東隣の貧女」が「火を取」らせて貰いたいという演出は自らを「当爐」する「文君 に扮して、田主に「雙栖」した 意思を伝えたかたのである。 「貧」こそ相如 文君の結婚談を貫くキーワードであっ 。ところが、田主は相如では く、 「慮外に拘接の計りごに堪へず」 、夜明けになっても音沙汰が かったので、女郎 謗りの歌を贈るしかなかった。　
では歌を受け取った田主はようやく事の真相を理解しえたのか。






君と與に懽を為す。既にして文君、 頸を抱へて泣きて曰く、 我、平生富足たり、今乃ち衣裘を以 酒を貰ふ。遂に相與 謀り、成都に酒を売らんとす。相如親ら犢鼻褌を着けて器を滌ふ、以て王孫をして恥ぢしめんとす。王孫、果たして以て病と為し、乃ち厚く文 に給はる。文君遂に富人と為る。文君は姣好に て眉の色は遠山を望むが如く、臉の際は常に芙蓉の若く、肌膚は柔滑にして脂の如し。十七にして寡たり。人と為り放誕にして風流、故に長卿 才を悦びて、礼を越ゆるなり長卿、素より消渇の疾有り、成都 還 に及びて、文君の色を悦び、遂に以て痼疾を發す。乃ち美人の賦を作り 以て自刺せんと欲す。而う 終に改むること能はず、卒に此の疾を以て死に至る。文君 誄を為り 世 伝はる。
　
司馬相如は卓文君と成都に帰り、初めは貧しく憂愁に暮れ、身




らかで脂身のようであった。十七才で後家となり、人と為り放誕にして風流であった。ために相如の才能に惚れ込み礼節を逸脱した。司馬相如はもとから消渇の疾（糖尿病）があり、成都に戻ってから文君の美色に溺れて遂に持病を発病させた。そこで「美賦」を作り、自制しようとし が、終 改めることができず、その疾で亡くなった。文君が相如を追悼する誄を作り、世 伝わったという。 『西京雜記』の記述は相如の酒肆が成都と臨
卭
のどち
らにあったかで誤脱があるが、概ね司馬相如と卓文君との結婚経緯を補足するところがあるといって差支えない。その中で当該歌群と特に関わりが深いのは「美人賦」の制作契機に触れたところである。　「美人賦」は全文『古文苑』等古文集に収録されたほか、 『藝文類聚』 など類書にも抄出の章節や断片の引かれたものが多い。 「美人賦」 の内容は前半と後半に二分される。梁王 仕える相如が 「妖麗不忠」と讒言され、自らの好色を否定す のに、 「雲髪豊艶にて、蛾眉皓歯な」る東隣の美女が「垣に登りて臣を望むこと三年するも」 、それを無視して許さなかったことを証明に挙げた前半は殆ど宋玉「登徒子好色賦」によって成り立っている。
司馬相如は美麗にして閑都なり、梁王に遊す。梁王これを説ぶ。鄒陽これを王に譛り 曰く、相如美しきは則ち美しきならん、然れど服色容冶、妖麗にして不忠なり。將に媚辞により悅を取り、王が後宮に遊ばんと欲す。王これを察せざるや。王、相如に問ひて曰く、子、色を好むか？相如曰く、臣色を好まず。王曰く 子の色を好まざるは、孔墨の徒に何若ん？相如曰く、古の色を避くるは、孔墨の徒な 。齊、女を饋る










上宮の間館、寂寞として雲虚たり。門閣は昼も掩ひ、瞹として神居の若し。臣、そ 戸を排きてその堂に造る。芳香芬烈とし 、黼帳髙く張る。女獨り處る有り 婉然とし 牀 在る。奇葩逸麗にして 淑質艶やかに光 臣が遷延するを覩
????????????????????
（三四）
て、微笑えみて言うて曰く、上客は何の国の公子か、從りて來るところ遠くあらずや？遂に旨酒を設け、鳴琴を進む。臣遂に琴を撫き幽蘭白雪の曲を為す。女歌うて曰く、獨り室に處りて廓として依る無し、佳人 思ひて情傷悲す。美人有來ること何ぞ遲き 日既に暮れ華色衰へ、敢て身を託して長く自ら私せん。玉釵臣が冠に挂り、羅袖臣が衣を拂ふ。時に日は西に夕き、玄陰晦冥たり。流風慘冽として、素雪飄零閒房寂謐として、人の聲聞かず。是 於て寢具既に設け、服玩珍竒なり。金
香を薫き、黼帳低く埀る。
褥重ね陳べ、







符合するところ多いこと一読して明白であろう。こ でも注目したい焦点は二つある。一つは相如伝にいう「琴心」に対応する閑館麗女の悲傷を歌っ 「獨り室に處 て廓として依る無し、佳人
を思ひて情傷悲す」とある歌詞が石川郎女の「自ら雙栖の感を成して、恒に獨守の難きを悲しぶ」思いと言葉遣いこそ少々違うものの大意は全く一致するところである。つまり、郎女と田主の触れ合いに郎女の積極的な態度は麗女（文君）の相如に対するそれに同じく、美人賦も郎女の依って立つ典拠の一つであったに違いないと思われる。二つは賦の結末に相如が麗女と終に 「長く辞 」るという結びであ つまり、美人賦で は「東隣」 美女を拒否したばかりでなく、文君がモデルであ た閑館の麗女に出会ったものの最後は彼女と長く別れなければならなかった。理由は表向き「大王 髙義を慕」うとあるが 真実は『西京雑記』にいう「消渇」の「痼疾」が発病した為の「自制」 あったに違いない。　『西京雑記』は作者に関して異伝があったものの、庾信など六朝の詩文に既に典拠として用いられたし、虞世南『北堂書鈔』 、歐陽詢『藝文類聚』など隋唐 類書に多く引か ことから当時この書が広く読まれ、且つその記事の信憑性 ほとんど疑われなかったこと 知られるのである。　そこで田主の報歌を振り返ってみれば、 郎女の贈歌にあった 「遊
士・風流士」 歌語表記をそのまま襲用 、自らを司馬相如に等しいと自認しながらも郎女を留めず帰したからこそ 「風流」 あったという根拠も相如 美人賦で文君と思われる麗女を最終的に「長く辞」したことにあったのではなかったか。　
よって同じな流れで郎女の更贈歌がなければならない。いうな














し歌の重点は後半にあり、 「葦のうれの足痛く」という「足の疾」があったために郎女がそのまま帰された だから。つまり、更贈歌は「中郎の足の疾」を問訊ふこ で田主を相如と同等の風流士と認めるとともに、自分が引き留められなかったのは自分に魅力がないた ではなく、 文君に等しい風流な麗人であるからこそ 「自制」されたことを宣言する効果が期待できるの ある。　
してみれば、この歌群は三首の歌が緊密に連続して始めて完結
したのみでは く、左注 も密接に一体化した作品であった 左注に記された奇抜すぎる物語 司馬相如と卓文君の結婚逸話を基底に据えて展開されたものであり、そのうえ歌群が成り立ったのである。もっとも、このことは直ちに歌も左注も同じ人による筆録に繋がらない。いうならば、歌 多分 作者 筆録であろうが、左注に記された物語性に富む作歌事情は後人の記録であっても構わないのである。なぜなら、左注に記され 基底 た「文君当爐」の逸話が風流秀逸な物語を愛好した人々のあいだであまりにもよく知られたからであり、 出典と る書籍『史 』 『漢
書』 『西京雑記』 『美人賦』などいずれも広く流布していたものばかりだったからである。三首の歌に伴う口承の物語があれば、後人の筆録者でも出典とな 漢籍の知識 よって作歌事情をほぼ復元することができるであろう。そして、それは郎女と田主の贈答歌の制作事情をそうとうに真実に反映 たことに変わりはないといってよいのである。伍、むすび　
万葉集巻二に見える石川郎女と大伴田主との贈答歌群は、中国









田主の父親大伴安麻呂と再婚していたと推定さ なら、 武三年「三十七歳の郎女にとって五十四歳の夫よりも三十歳前後の義理の息子たちの方が遊びとしての恋 歌を贈る はふ わしく楽しいことであったに相違ない」
*18とも考えられるが、そのいずれの













小島憲之『上代日本文学と中国文学 中』 （塙書房、１９６８） 、蔵中
進「石川女郎・大伴田主贈報歌」 『万葉集を学ぶ・第二集』有斐閣選書、１９７７など） 、呉哲男「万葉の『風流士』――石川女郎・大伴田主贈答歌をめぐって」 （ 『相模国文』第二十号、１９９３） 、辰巳正明「風流論――万葉集における古風と今風」 （ 『上代文学』第七十六号 １９９６） 。*7　
緒方惟章「久米禅師と石川女郎の歌」 （ 『万葉集を ぶ・第二集』 （有斐






胡志昂「遊士と風流」 （ 『東アジア比較文化研究・３』２００４ ・ ６、後
『古代日本漢詩文と中国文学』笠間書院）*10　
青木五郎『新釈漢文大系・史記十二・列伝五』 （明治書院、２００７）

























A Study on Wakas Exchanged between Ishikawa no Iratsume and Otomo no Tanushi
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